
科学の発展に大きな役割を

果たしたことを知れば，何

事にも興味を持って見つめ

るに違いない。例えば，透明の

水槽越しに物を見れば拡大されて見えることから

レンズが発明されたこと，フレミングが風邪のと

きにしたクシャミから抗生物質のヒントを得たこ

となど，歴史の逸話を物語として語るなかで，あ

りふれた風景のなかに自然の巧妙な仕組みが隠れ

ていることを知るだろう。

明治時代の国語の教科書では，著名な科学者が

筆をとり，端正な文章を駆使しつつ，自然の巧み

と科学者の努力を語っていた。言葉の意味とつな

がりを学ぶとともに，科学の内実を追体験させる

ことを意図していたのだ。幸田露伴や夏目漱石が

科学好きであったのも故なしではない。

給食やホームルームの時間に，ほんの短時間で

もよいから，分野を越えた物語を語ることで，

「新しい博物学」を実践してもらえたらと願って

いる。■

2010年 秋号小学理科通信

虹かかる朝焼けの槍ヶ岳
（長野県）

▲

最近，理科や数学の教科書に俳句が使われてい

るそうである。俳人は一つの句を詠むために，例

えば植物を克明に観察する。そして，そこで見出

した葉の並びや花の付け方に興味を覚えて短い言

葉に定着させる。それを数学の目で見れば，数列の

規則性であったり幾何学の基本形であったりする

ことがわかる。そのことを俳句を通じて語ること

により，子どもたちは日常身辺に数理の世界が満

ちていることを実感するだろう。私はこれは「新

しい博物学のきざし」ではないかと歓迎している。

教育とは，子どもたちにさまざまな事柄がつな

がっていることを感じさせ，多様に世界を広げて

いくきっかけを与える営みだと思う。そのために，

教科や分野が違っても関連がありそうであれば思

い切って提示するのが大事なのではないだろう

か。それを私は「新しい博物学」と呼んでいる。

その試みで大事なことは，物語として語ることで

ある。子どもたちは物語が大好きで，思いがけな

い展開に胸をワクワクさせる。特に，これまで当

たり前として見過ごしてきたことが人間の歴史や

巻 頭

新しい博物学のきざし
総合研究大学院大学 学融合推進センター長
宇宙物理学者

copa とは，情報交換の場（communication

park）を略した造語であり，ポルトガル語では

「頂上」という意味があります。

この冊子の内容は，教育出版のホームページで

見ることができます。

池内 了 いけうち さとる
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ポイント１「工作用紙を使う」

どの学校にも置いてあるのではないだろう

か。工作用紙の升目は１ｃｍでできている。ゴ

ムをどの程度引っ張ったか，升目の個数分でも

測れるし，ｃｍにす

ることもできる。

ものさしを使った

実践もあるが，もの

さしを読むことが難

しい児童や，ｍｍの

情報まであると混乱

してしまう児童もい

る。工作用紙の升目

であれば，何個分か

のみで測ることが可

能である。

ポイント２「両端を折り曲げる」

工作用紙を使うことの最大の欠点は紙である

ために折れ曲がること。ゴムを伸ばせば伸ばす

ほど工作用紙が反ってしまう。それを防ぐため

に，工作用紙の両端を折り曲げた。

３年生でも無理なくグラフを作成しながら実

験を楽しみ思考を深めることができないだろう

か。この命題を追い求めながら教材開発をした。

結果，児童は無理なくグラフを作成しながら

実験を楽しみ，今後の実験結果の傾向を予測し，

自分の考えと友達の考えを比較しながら思考を

深めることができた。

これは理科を始めたばかりの３年生であって

も，教材の工夫によって，友達と考えを交流し

ながら，「思考し，表現する」ことを示すこと

ができたのではないかと考える。

本実践の達成には次の開発教材が欠かせな

い。そこで，ゲーム性を取り入れた次のような

教材「ゴムカーリング」を開発し，活動の中に

位置づけた。

「ゴムカーリング」のルール

ゴムカーリングは，体育館のような広いスペ

ースで行う。ゴムを調節しながら，特定の地点

に車をゴールさせることができれば成功であ

る。スタートラインからゴール地点までの距離

は，１m，２m，３m，４mを用意した。

コースは，上の写真のように，体育館の中央

から体育館の両端に向けて出発するようにと

り，スタートラインを中央に２本確保した。

各コースは，５つずつ用意し，多くの児童が

実験できるように配慮した。（実践時は３０人）

「風やゴムで動かそう」
～思考を深めることができる

教材の工夫～

東京都北区立滝野川小学校

笠原 秀浩 かさはら ひでひろ

わ た し の 授 業 実 践 ● 3 年

はじめに1

学習のねらいと開発教材2

折り曲げていない工作用紙

折り曲げた工作用紙
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ポイント３「シールを貼る」

何ｍコースのカーリングで何個分ゴムを引っ

張ったらゴールできたか，成功したときの升目

の個数にシールを貼っていった。この工夫によ

り，児童は，意

識せずにグラフ

を作成していく

こととなる。し

かも，自分の実

験環境による自

分だけのグラフ

を実験しながら

見ることができる。

（１）第１次「風の力によるはたらき」

生活科での車輪遊びを思い出しながら車を作

成した。今回，車については教材として販売さ

れているセットを使用した。

まずは，児童に体を使った実感を伴った理解

を図ってもらいたいと考え，風を使って車を動

かすゲームを考え，みんなでゲームを楽しんだ。

カーリングゲームを提案した児童の遊びをピッ

クアップして全員でカーリングゲームを行い，

第２次の準備とした。

（２）第２次「ゴムの力によるはたらき」

ゴムの力で動く車でもやはりいろいろなゲー

ムを考えるところから始めた。これはゴムで動

く車の扱いを上達させる意味もある。次に，カ

ーリングゲームを行いたいという声を拾い，

「ゴムカーリング」と称して実践を行った。

児童たちは，ゴムの力を調整しながら上手に

ゴールさせていく。同じゴムの伸びで何度でも

ゴールさせられる再現性に気付く児童も出てく

る。ゴールできた距離にシールを貼っていくと，

きまりが見えてきた児童が授業者に伝えてく

る。子どもたちがやる気と自信に満ちてくる。

（３）第３次「ものづくり」

児童は，風やゴムのエネルギーを利用して車

を動かせることがわかったが，やはり，車に工

夫をしてより遠くへより早くより正確に車を走

らせたいと考えている。第３次は，児童の思い

で車を工夫し走らせて楽しんだ。

本教材の成果は既述したとおりであるが，予

期せぬ収穫もあった。それは，児童が自分の実

験に緻密さを追い求め始めたことである。

グラフを作成し，次の実験の傾向をつかむこ

とができた児童は，次はこのような結果が出る

はずだと実験に臨んでいる。しかし，違う結果

が出た。もしかすると自分の実験方法に不備が

あるのではないか。車の放し方が違ったのか，

ゴムの伸ばし方が違ったのか，やはり結果が正

しいのか，様々な思考が繰り広げられていた。

これは科学的な思考や態度という側面で非常

に大切なことである。ぜひこのような姿勢も育

てることのできる本教材を活用していきたい。

課題は表現である。思考面の充実さを図るこ

とができたが，それを言葉にしたりノートに書

いたりするとうまく表現できない児童が多かっ

た。考えことが相手に伝わるように表現できる

手だてを考えていきたい。■

授業の実際3

おわりに4
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科学的な見方・考え方は，既習の知識・技能

を新たな問題解決に生かしたり，表現活動した

りして事象に繰り返し適用する問題解決の過程

で深まっていく。本研究では，問題解決の過程

に既習の内容や見方・考え方を活用し，学習し

たことの有用性を実生活の中で確かめ価値付け

るなど，活用を促すことで科学的な見方・考え

方を深めていきたいと考えた。

本単元は，日頃，あまり意識していない空気

中の水蒸気や水，氷について，実生活と結びつ

けて考えることにより自然への見方・考え方を

深め，学ぶ楽しさを実感することができると考

えた。そこで，表現活動の工夫を通して実感の

伴った理解が図れるよう取り組んだ。

（１） 自他の見方・考え方を明確にする表現活

動を工夫する。

（２） 自然や実生活に関連した事象を活用し，

理解を深めるようにする。

〈本時の学習課題〉

「水が氷になるときの様子や温度の変化を調べ

よう」

（１） 表現活動の工夫

前の学習を活用し，自分の考えを表現するこ

とで見方・考え方を明確にし，自他の違いに気

付き意欲的に問題解決に取り組んでいった。

水が冷やされたときの状態変化や温度の変

化，凍り始めるときの温度，さらに氷になった

ときのかさの変化を既習の学習内容や生活経験

をもとに，一人ひとりに自分の考えをノートに

表現させた。そして，見通しをもって実験・観

察に取り組むように支援した。

○子どもたちが活用した科学的な見方・考え方

○氷になるとかさが減ると予想した子どもの考

え方

予想される

温度変化をグ

ラフ化させた

り，凍り始め

の温度やそう

考えた理由な

どをノートに

「水のすがた」
～表現活動の工夫と

実生活の事例活用を通して～

香川県坂出市立東部小学校

森安 律子 もりやす りつこ

はじめに1

研究の内容2

わ た し の 授 業 実 践 ● 4 年

授業の実際3

沸騰のときのようにグラフ化すると分かりや

すい。／沸騰のときには温度が変化しないと

ころがあったよ。／水や金属は冷やされると

かさが小さくなったのを見つけたよ。／沸騰

が１００度なら氷は０度ではないかな。

水は冷やされるとかさは小さくなるから，も

っと冷やされるとかさは小さくなるだろ

う。／固い金属も冷やされるとかさが小さく

なって輪の中を通ったから，氷も小さくなる

にちがいない。／冷気が湯気のように出てか

さが減るかもしれないよ。



表現させたりすることで，自分の考えが明確に

なっていった。結果は，一人ひとりがグラフに

したり，言葉で表現したりして，水の沸騰の学

習のグラフ等と比べながら考察していった。水

を温めたときの見方や考え方を活用して，水の

変化と温度の関係を捉えていった。

（２） 実生活の事例活用

前の学習で得た温度による水や金属のかさの

変化についての見方・考え方を活用した子ども

たちは，自分の予想

と違い，水は氷にな

るとかさが大きくな

るという特殊性を知

ることができた。自

然現象や実生活と関

連した事象を提示し，

実感の伴った理解と

なるよう配慮した。

具体的には，冷凍庫で凍らせたペットボトル

を観察させ，「ペットボトルの底がパンパンで

びっくりした。」と，普通の水が入ったものと

の比較で，その違いに驚きの声があがった。

また，水道管の破裂・池の氷・霜柱などの身

近な体験や事象を見出ださせた。

○子どもが見出した事象例

冷え込んだ１２月の朝，期待通り，子どもた

ちは真っ先に報告に来た。

「水たまりに氷が張っていたよ。０度になった

んかな。（冷蔵庫みたいによく冷えたんだね。）」

「上の方だけ薄く凍っとった。（よく見たね。）」

「ハアーと息を吐いたら白くなるよ。（口から何

が出ているのかな。）」

学習したことを活用して，実生活を見つめて

いる場を賞賛し大切にした。

本実践では，もののかさと温度の学習や水の

沸騰の学習，さらに生活経験を活用し，単元全

体を通して，見通しをもって問題解決を図るこ

とを大切にした。また，考えや実験結果等を表

やグラフにし，既習学習や生活体験とつないで

考えていく活動を通して水に対する見方や考え

方を深めていった。今後も，実感を伴った楽し

い理科学習をめざしていきたい。■

5

おわりに4

かさの変化の観察

東北地方では水道管破裂のお知らせがあるん

だね。水のかさが大きくなることで困ること

もあるんだね。
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【研究室発】

本題に入る前に，私の紹介をさせていただき

ます。私は，東京都立高等学校で理科の教員を

１３年間務め，その後，東京都教育委員会等で

教育指導行政に１３年間携わってきました。そ

して，関東学院大学の小学校教諭養成課程設置

に伴い大学に籍を移し，理科教育を中心とする

教員養成に現在では努めています。本学の小学

校の教員養成は始まってからまだ日が浅いた

め，常によりよい教員養成の方向を見定めつつ

試行錯誤の連続といった感じです。その分，こ

れまでの経験を生かし，広く教員養成を行って

いけるという大きな遣り甲斐も感じています。

さて，本題の理科授業の工夫に話を移してい

きたいと思います。私はこれまでに数多くの理

科授業を実践し，多くの先生方の授業を参観さ

せてもらってきていますが，その中で，次のよ

うなことを実感してきています。

いわゆる「理科嫌い・理科離れ」が中学生，

高校生の段階で急増するという我が国の大きな

教育課題があります。そのためにも，身近な自

然事象についての観察，実験を通して，発見を

楽しんだり，考えたりし，それを生活に取り入

れようとするなどの自然科学の楽しさを小学校

段階から計画的に育んでいくことが必要です。

ところで，小学校の先生方は理科の授業が得

意なのでしょうか。独立行政法人科学技術振興

機構（ＪＳＴ）理科教育支援センターと国立教

育政策研究所が共同で，２００８年度に公立小学

校の教職５年未満の小学校学級担任５００人を対

象に調査を実施しています。その結果によると，

理科が「好き」と回答した教員は９１％，一方，

理科の指導を「得意」と回答した教員は０％，

「やや得意」と回答した教員は３６％であったこ

とが報告されています。つまり，小学校教員は

理科は嫌いではないが，児童への指導は得意で

はないという実態が明らかになったのです。

元々，理科があまり得意ではなかった先生方

も小学校には多くおいでのことと思います。そ

うした先生方が 教科書に掲載されている観察や

実験をそのまま指導しなければいけないと思え

ば，やはり理科指導もあまり得意ではないとな

ってしまうのかもしれません。

教える教員自身が「楽しい」「ウキウキする」

と感じる理科授業でなかったら，子どもたちに

自然事象の楽しさや不思議さを伝えていくこと

はできないのではないでしょうか。

話は変わりますが，私のゼミの学生は，地域

の自然環境を生かした理科教材開発の研究を進

めています。今年の夏も，学生と地域の地層観

察に出かけていました。山道を歩いていると，

貝化石が一つ二つと見つかり，さらに調べてい

くと，数多くの種類を含んだ貝化石の密集した

地層に出くわしました。学生のみならず，私ま

１ はじめに

２ 教員が「楽しい」「ウキウキする」
と感じる理科授業の工夫

子どもの「すごい！」を
引き出す理科授業の工夫
実践的指導力のある教員養成を目指して

関東学院大学人間環境学部 准教授　　宮下 治 みやした おさむ
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学生の模擬授業を実施した後の感想文の中に，

「私は，中学校，高等学校と理科は大嫌いでし

たが，この授業を通して，実際に自分で自然事

象を発見したり，それを小学校の授業に計画・

実施したり，他の人の模擬授業を児童役として

受けている間に，理科が好きになってきました。

そして，小学校の先生に是非なって，たくさん

の観察・実験を子どもたちに指導していきた

い。」という文面をよく見かけます。

小学校高学年，中学校，高等学校時代とあま

り理科が好きでなかった先生方も，今からでも

十分なので，この大自然の中で一つでいいので，

先生ご自身の発見をしてみてください。一つ発

見ができれば，その自然事象について子どもた

ちに，工夫を凝らし心を込めた理科指導をして

いくことができるものと思います。

現職の先生方，普段の生活の中や街を歩いて

いる中で，まずは「これは何だろう？」「どう

してだろう？」など，自然事象に対して不思議

さを常にもっていてもらうことが必要です。そ

の上で，書籍やインターネットで概要を調べ，

自分自身で直接自然界の中で確かめてみること

です。すると，次には，先生ご自身が「すご

い！」「面白い！」「分かった！」とつながって

いくでしょう。そして，次にはどのように子ど

もたちにその面白さを伝えていけるのだろう

か，どうすればその学習を通して，思考力や表

現力を伸ばしていけるのだろうかと授業を計画

していけばよいのです。これからも先生方と共

に，自然大好きな子どもを育んでいきます。■

【参考図書】

宮下 治著，「実践 理科教育法－子どもの『すご

い！』を引き出す手作り授業－」，関東学院大

学出版会，２０１０年．

でもが猛暑も忘れ「ウキウキ」状態でした。こ

の指導者自身の「楽しい」「ウキウキする」と

いう実体験を通してこそ，子どもたちを理科大

好きにしていく理科授業を作っていくことがで

きるものと確信しています。

そのため，私は，小学校の教員を目指す学生

に対して，学生自身に身近な自然事象から「楽

しい」「ウキウキする」と思える新たな発見を

させています。その上で，発見した自然事象の

内容を，手作りの観察や実験器具等を工夫させ，

思考力や表現力を伸ばし，自然大好きな子ども

を育むための理科授業の計画をさせ，模擬授業

を通して，実践的に理科指導力を培っています。

私自身多くの理科授業を行い，多くの先生方

の理科授業を参観させてもらってきました。そ

の中で，子どもたちにとってすばらしいと思え

る理科授業に遭遇することがあります。そうし

た授業に共通したことは，子どもたちから「す

ごい，すごい！」というつぶやきの声がたくさ

ん聞こえてくることです。子どもたちは自然事

象に感動をし，その不思議さが何故起こったの

かなど，真剣に考えていきます。

この「すごい！」という声は，何も小学生だ

けに限ったことではありません。中学・高校生

も同じです。そして，大学生の模擬授業の中で

も，児童役として出すのではなく，本来の大学

生としても「すごい！」という声を出すのです。

多くの子どもたちから，この「すごい！」の

声を引き出すためにも，先ずは，教員自身が自

然事象の中から新たな発見をし，自分自身が

「楽しい」「ウキウキする」理科授業の教材を準

備していくことこそ，自然大好きな子どもを育

てる理科授業を構築していくことができるもの

と考えています。

３ 子どもの「すごい！」を引き出す
理科授業

４ おわりに



8

大型の果実をつける，いわゆる大梅の一種と

して知られている。ウメとアンズの間種とする

説もある。

花期は２～３月。花は，淡紅色～ばら色で，

ときに白色のものもある。直径２．５～４cmと

大型で八重咲きになる。がくは，赤紫色。

果樹として栽培される落葉高木。枝は太くて

丈夫で，葉は楕円形で先端は細長くとがり，縁

は細かくぎざぎざしている。豊後梅の葉は，ほ

かのウメより少し大きい。

果実は球形で直径４～５ｃｍにもなり大型で，

熟すと黄赤色になり赤褐色の斑点がある。果肉

は厚く，種子が小さい。食用として酸味が少な

く，梅干のほか菓子その他に加工される。

大分県ＨＰでは，県花，県木になった理由を

以下のように紹介している。

「豊後梅は，ＮＨＫが第２９回放送記念日に“郷

土の花”として選定（昭和２９年４月１日），そ

の後大分国体実行委員会において県の花として

国体マークに使用し，以後県花として認められ

ています。

県木については，昭和４１年８月１６日に豊後

梅を県木として制定しました。」

清楚でかつ優美なすがたが，広く県民に愛さ

れている。

写真提供：大分県

約１２ｃｍの大きさ。日本各地の林で繁殖す

る留鳥。背面は黄緑色，のどは黄色，腹は白く，

脇は紫褐色で雌雄同色。眼の周囲には白い輪が

ある。目の周りに白い輪があることから「メジ

ロ（目白）」という名がついた。

平地から山地の林にすみ，昆虫やクモのほか，

木の実や花の蜜なども好む。コケや枯れ草でつ

くった椀形の巣を木の枝などに吊るす。

一度に産む卵の数は，３～４個，１１～１３日

で孵化し，さらに１１～１３日で巣立つ。

昭和４１年２月１日にメジロを県民の鳥とす

ることが決定した。大分県のメジロは，豊後メ

ジロとして全国的に有名で，県内全域に生息し

ている。

【めじろ】（メジロ科）

写真提供：大分県

【豊後梅（ブンゴウメ）】
（バラ科）

県
の
樹

木・
花・鳥の紹

介

大分県
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青森に渡来するハクチョウは，主にオオハク

チョウとコハクチョウである。全身が白色で，

嘴の先が黒く，根元は黄色，雌雄同色である。

オオハクチョウは嘴が鼻孔の先まで黄色く，約

１４０ｃｍの大きさ，コハクチョウは鼻孔の手前

まで黄色く，約１２０ｃｍの大きさである。

ハクチョウは，季節を告げる代表的な鳥とし

て県民に親しまれており，国の特別天然記念物

に指定されている「小湊のハクチョウおよびそ

の渡来地」をはじめ，むつ市大湊海岸，小川原

湖，十和田湖などに多数渡来する。■

【白鳥】（ガンカモ科）

写真提供：青森県

高さ３～1０mの落葉高木。花期は４～５月。

花柄は綿毛を被る。花弁は５枚で，直径３～４

ｃｍの白色～淡いピンク色の花を咲かせる。つ

ぼみはピンク色が強い。葉は広楕円形で，縁は

ぎざぎざしている。

果実は大型の球形で，秋に紅色に熟す。果実

の頭部はへこんでがく片が小さく残っている。

昭和４６年９月２３日に，青森県政百年を記念

して県花に指定された。青森県は，りんごの生

産量で全国第１位を誇っている。

【りんごの花】（バラ科）

高さ１０～３０mの常緑高木。幹は

直立し，樹皮は灰褐色で薄い。葉は厚い鱗状で

光沢がある。花期は５月で，雌雄同株。細い枝

の先に小さい花を咲かせる。

【ヒバ（ヒノキアスナロ，アテ，ア
スナロの総称）】（ヒノキ科）

写真提供：青森県

青森ヒバは，津軽・下北両半島に多く生育し

ており，その資源量は日本一である。日本三大

美林として有名で，美しい木肌や強い香りをも

ち，抗菌力に優れている。一般住宅のほか，お

寺や神社の建築材としても利用されており，弘

前城や岩手県平泉中尊寺の金色堂などは有名で

ある。

写真提供：青森県

※第４９回日本初等理科教育研究会（八戸大会）が平成２２年１０月１日〔金〕～２日〔土〕に開催される予定です。

青森県
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■寺田物理学

寺田寅彦は，Ｘ線結晶構造回折や地震や火山，

海洋について研究した実験物理学者，地球物理

学者であるが，その研究は多岐にわたっており，

単純に実験物理学者，地球物理学者とするのは

適当でない。例えば，寺田は，夏目漱石に師事

し，多くの科学随筆を残した文筆家でもある。

寺田の研究対象には，ガラスの割れ目，墨流

し，椿
つばき

の花の落下，電車の混雑，金
こん

米
ぺい

糖
とう

の角な

ど，物理学の研究対象になるのかどうか，一見

してわかりにくいものが多くあり，寺田物理学

とでも呼ぶべきものであった。すでに量子論が

提出され，原子の構造やその成り立ちについて

の研究が盛んに進められていた時代であり，寺

田の研究は，その時流から距離を置いた独特の

ものだった。例えば，「電車の混雑について」

という随筆の中では，路面電車の混雑具合を定

点観測し，観測された事象を数学的に説明する

過程をわかりやすく記している。そして読者は，

身のまわりにあって，それまで見えなかった科

学の芽の存在に驚かされるのである。

研究を進めるには，その土地特有の現象を対

象にしたほうが利点が多いというのが寺田の発

想であった。高弟の中谷宇吉郎に，寺田は，

「一番大切なことは，役に立つことだよ。」とい

う言葉を送っている。これまで，物理学で扱わ

ない，扱えないと考えられていたものを物理学

の土俵に上げたことは寺田の大きな成果であっ

た。中谷が，雪の結晶の研究で成功を収めたよ

うに，各分野を引き継いだ弟子が，寺田がまい

た種をそれぞれに育て，多彩な花を咲かせた。

■天災は忘れた頃にやって来る

「天災は忘れた頃にやって来る」という寺田

の警句はよく知られている。しかし，寺田の文

章の中に，この言葉そのものは見つかっておら

ず，防災に関して寺田が常々話していた考えを

後継者の中谷が集約して表した言葉と考えられ

ている。１０万人に及ぶ死者を出した１９２３年

の関東大震災において，その死因の多くは火災

によるものであった。特に，本所区被服廠跡で

は，避難していた人々が火災旋風に巻き込まれ，

４万人もの死者が出た。このとき，寺田は，専

門家として火災による被害の調査・分析を担当

している。寺田は，地震が起こる日時を正確に

予想することはできないが，起こる地震の大き

さには限度があるので，それに備えることが大

切であり，そのために教育の果たすべき役割は

大きいという考えを述べている。地震や津波が

過去の習慣に忠実に繰り返し起こるのに対し，

人間の記憶はあまりにも短い。西洋文明を取り

入れて急速に発展を遂げた当時の日本に対し，

寺田は，「二十世紀の文明という空虚な名をた

のんで，安政の昔の経験を馬鹿にした東京は，

大正十二年の地震で焼き払われたのである。」

という言葉を残している。世代を超えて伝える

10

写真提供　高知県立文学館

「ねぇ君，不思議だと思いま
せんか。」

寺田寅彦



11

警句として，その意味を心にとめておきたい。

■2人の先生

熊本の第五高等学校で寺田が出会った恩師の

１人が，物理学者の田丸卓郎である。「先生に

三角を教わり力学を教わったために，始めて数

学というものがおもしろいものだということが

少しばかりわかって来た。」という寺田の追憶

が残っている。田丸との出会いにより，工科志

望であった寺田は，物理学に志望を変更する。

田丸は，後に，東京帝国大学理科大学教授とな

り，寺田の先輩として交流が続いた。

もう１人の恩師は，当時英語教師であった，

文筆家の夏目漱石で，その私邸を寺田が訪れた

ときから交流が始まる。このとき，「俳句とは

一体どんなものですかという世にも愚劣なる質

問を持出した」ことを寺田は回想している。ま

た，「先生からはいろいろのものを教えられた。

俳句の技巧を教わったというだけではなくて，

自然の美しさを自分自身の目で発見することを

教わった。」とも回想しており，自然の見方と

いう点で，寺田物理学の醸成に影響を与えた。

一方，夏目も寺田を評価した。『我輩は猫であ

る』の水島寒月や，『三四郎』の野々宮宗八の

モデルは寺田であり，野々宮が行っていた「光

圧の測定」など，夏目の小説に出てくる記述に

は，寺田が材料を紹介したものが多くある。な

お，光圧とは，光が物に当たるときに，物が光

から受ける圧力で，最近では，探査衛星の推進

力として利用する研究で話題になっている。

「好きなもの いちご コーヒー 花 美人 懐手

して 宇宙見物」という寺田の句は，現代の私た

ちにもなお新鮮な印象を届けてくれる。科学と

文学の壁の上から世界を見る視点によって日常

の中に真なるものを見つけられる可能性を，寺

田は，私たちに示しているのかもしれない。■

1878 現在の東京都千代田区に生まれる。
1879 父の転任により，名古屋へ移る。
1881 父が単身赴任。家族で高知へ移る。
1883 高知の江ノ口小学校へ入学。
1885 父の転任により上京。翌年，再び高知に戻る。
1892 高知県立尋常中学校へ入学。
1896 熊本の第五高等学校へ入学。田丸卓郎から物理と

数学，夏目漱石から英語を学ぶ。
1897 阪井夏子と結婚。
1899 東京帝国大学理科大学物理学科へ入学。田中館愛

橘，長岡半太郎らに学ぶ。正岡子規を訪ねる。
1901 病気のため妻が高知県種崎で療養することにな

る。寅彦も肺尖カタルのため，一年間休学。
1902 復学。妻の夏子死去。
1903 大学院に進み，実験物理学を専攻。
1904 東京帝国大学理科大学講師となる。
1905 『団栗』掲載。浜口寛子と結婚。
1908 『尺八の音響学的研究』で理学博士の学位を得る。
1909 東京帝国大学理科大学助教授となる。地球物理学

研究のための留学でドイツへ立つ。
1911 留学から帰国。
1915 『地球物理学』出版。
1916 東京帝国大学理科大学教授となる。夏目漱石死去。
1917 Ｘ線回折研究で学士院恩賜賞。妻の寛子死去。
1918 航空研究所兼任となる。酒井紳子と結婚。
1919 胃潰瘍で吐血。翌々年11月まで静養。
1921 航空研究所所員に任ぜられる。
1923 関東大震災。『冬彦集』『藪柑子集』出版。
1924 理化学研究所の研究員となる。
1925 帝国学士院会員となる。
1926 東京帝国大学地震研究所所員兼任となる。
1927 帝大で地震研究所の専任となる。理研にも在籍。
1932 『続冬彦集』出版。田丸卓郎死去。
1935 『蛍光板』出版。永眠。

寺田寅彦の生涯（略年譜）

2) 寺田寅彦著池内了編『懐手して宇宙見物』，2006，みすず書房
3) 池内了『寺田寅彦と現代』，2005，みすず書房
4) 小林惟司『寺田寅彦の生涯』1995，東京図書
5) 志村史夫『漱石と寅彦』2008，牧野出版
6) 松本哉『寺田寅彦は忘れた頃にやって来る』，2002，集英社

《参考文献》
1) 寺田寅彦著池内了編『科学と科学者のはなし寺田寅彦エ
ッセイ集』，2000，岩波書店

寺田寅彦の随筆のなかから，科学者
の視点から日常を描いた文章を中心に
収録したエッセイ集。それは，自然の
不思議を探る科学者の視点を読者に育
てる入門書となっている。

おすすめ



イプが採用されるようである。

また，エナメル線にも注意をしておく必要が

ある。私たちがイメージする「エナメル線」は

光沢を帯びており，その被膜をはがすと，銅の

色になる。それに対して，被膜をはがさずとも

銅の色をしている「ホルマル線」も販売されて

いる。最近はホルマル線のほうが多く見られる

が，ホルマル線は被膜をはがしても色が変わら

ず，見分けが難しいので，子どもが使う場合に

はとくに注意が必要である。そこで，被膜が黒

っぽいエナメル線を用意した。

（２）電磁石を強くする実験

～砂鉄とキッチンスケール～

電磁石の強さを測る指標として，砂鉄を用い，

測定にはキッチンスケールを使用した。すぐに

数値が測定でき，短時間で数回繰り返せるうえ，

その誤差も許容範囲内に収められるからであ

る。クリップの数を数える手間（強さによって

はかなりの数のクリップがくっつくために時間

がかかる）を考えると，こちらのほうが操作が

容易である。以下は０．４ｍｍエナメル線１００回

巻きと２００回巻き，乾電池１個のデータである。

（キッチンスケールは最大計量１ｋｇ，最小表示

１ｇのものを使用した。）

子どもは，できるだけたくさんの砂鉄を引き

つけようとして，電磁石の両側につけることも

本単元は，電流の強さやコイルの巻き数に着

目して条件制御をしながら実験計画を立てるこ

とができる。また，ものづくりを通した学習を

行うことによって，子どもたちの興味・関心も

高まる単元だといえる。

一方で，様々な実験器具を使用するため，準

備に時間がかかり，教師側の立場としてはなか

なかやりづらい単元でもある。

そこで，子どもたちにとって，よりわかりや

すい授業を実験器具の工夫や改善を通して行っ

てみることにした。

電磁石の強さを測る指標として，教科書では

クリップを使用している場合が多い。今回は，

子どもたちにとって，より操作がしやすく，容

易に複数回の実験が行えるように，「砂鉄」を

用いて取り組んでみた。また，その他の教材も

予備実験を行い，注意する点を明確にしてみた。

（１）電磁石を作る

電磁石は，子どもたちに自作をさせた。市販

の鉄くぎにエナメル線を巻く方法もあるが，今

回は，ボルトとナットで作る方法を採用した。

鉄くぎは焼きなます必要があるため，ボルトと

ナットを用いるほうが簡易に作ることができ

る。次年度からの新しい教科書でもこちらのタ

12

「電流が生み出す力」
～実験器具を工夫して

よりわかりやすい授業を～

北海道函館市立高盛小学校

若竹 淳一 わかたけ じゅんいち

わ た し の 授 業 実 践 ● 5 年

はじめに1

授業の実際3

教材の工夫2

工夫した教材を用いて実験に取り組む様子

１回目 ２回目 ３回目 平均

１００回 ３ｇ ４ｇ ３ｇ ３．３ｇ

２００回 ７ｇ ６ｇ ７ｇ ６．７ｇ



あったので，片側に引きつけられたものだけを

計測するように条件を統一させた。

（３）そのほか注意を要する事項

●電池ボックスの利用

この実験は，乾電池を用いるため，電池ボッ

クスを利用することが多い。ふつうは単１乾電

池を用いることが多いが，この単１電池ボック

スには２つのタイプがある。それは－極側にバ

ネが組み込まれているものとそうでないもので

ある。このバネは便利なものであるが，これに

よって抵抗が生じるため，電磁石の強さが弱ま

ってしまうのである。以下は０．４ｍｍエナメル

線１００回巻きのデータである。１０％程度は電

流が弱くなっていることがわかる。

子どもたちの実験ではグループで行うことが

多いと思われるが，このとき，電池ボックスを

いずれかのタイプで揃えておかないといけな

い。実験結果にかなりの差が生じてしまうから

である。

なお，せっかく実験するのだから，電磁石の

強さをしっかり体感させたい。バネつきの電池

ボックスであっても，バネの乾電池に近い部分

に導線をとりつけると，この問題を解決するこ

とができる。さらに電流計もはずすことで，た

くさんの砂鉄を引きつけることができ，体感は

より強まった。

●ものづくりの一考

本単元のまとめとして，ものづくりを行う。

この中でモーター作りをすることも多い。この

モーターで困るのが大きさである。慣れてくる

と，形をいろいろなものにして楽しむこともで

きるし，強力な磁石が手元にあれば，さほど苦

13

労することはない。

予備実験で何度もモーター作りを行う中で，

コイルの大きさは単２乾電池に５回巻きつける

くらいの大きさが適当であることにたどりつい

た。また，使用するエナメル線もあまり細い物

では扱いづらい。０．５ｍｍくらいの太さが子ど

もには扱いやすいようである。教科書では，真

ん中にワッシャーを入れてあるが，大きさは８

ｍｍくらいのものがよい。コイルの真ん中にワ

ッシャーをつけることが難しかったが，乾電池

の周りにコイルをつけた状態で，乾電池の中央

にワッシャーを置き，上からセロハンテープで

とめると，うまくいくことがわかった。

子どもたちによりわかりやすい授業の工夫と

して，以上のような方法を試してみた。

問題点を挙げるとすれば，キッチンスケール

をグループの台数確保しておかなければならな

いことと，砂鉄を使用するために，教室の中が

ザラザラになってしまい，後始末が大変なとこ

ろだろう。

これからも，様々な工夫をして，子どもたち

にとってよりわかりやすい授業の構築に努めて

いきたい。■

おわりに4

バネつき電池ボックス バネなし電池ボックス
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電池Ｂ １．５Ａ １．８Ａ



気体検知管を使って学習することになっている

ようである。日常生活から考えても，陸上の動

植物のほうが身近で，気体検知管のほうが数値

化もされるが，今回は，あえて金魚の呼吸やオ

オカナダモの光合成を取り上げ，検知管の代わ

りにＢＴＢ液を用いることにした。

これは，子どもたちが“リバーウォッチング”

で魚や水生植物に慣れ親しんでいることもある

のだが，水の中のほうが気体を視覚でとらえる

には効果的であり，また，試薬の色変化のほう

がその変化をとらえやすいと考えたからであ

る。関心のない子どもたちの多い分野であるか

らこそ，このような視覚にうったえる学習を増

やすことにより，「子どもがのりだし，追究し

続ける姿」が見られるのではないかと考えた。

光合成の実験をオオカナダモで行ったことに

より，子どもたちは，オオカナダモから出てい

る気体や，容器全体に多数の気泡が付着してい

体験不足・先行経験の少なさが語られるよう

になって久しい。本校の「総合的な学習の時間」

では，６年間を通して，滋賀県西部を流れる安

曇川を河口から源流へおよそ５０ｋｍにわたり

踏破する“リバーウォッチング”と称した活動

をはじめ，流域での様々な体験活動を取り入れ

ている。そのため，川に棲む生き物や川の様子，

流域の自然や環境問題に興味を持っている子ど

もは比較的多い。しかし，川から離れた自然科

学全般となると，個々の先行経験に大きな開き

が見られるのが現状である。

近年，テレビ番組で科学実験が多く取り上げ

られるようになったこともあり，化学や物理の

分野での現象に興味を示す子どもは増えてき

た。しかし，本単元のような生物や環境の分野

となると，その変化がゆっくりなためか，小さ

いためか，あるいは日常生活に近いためか，変

化を変化と気づかない子が多く見られる。

本単元は，ともするとネットでの調べ学習や

教科書での学習に陥りやすい。そこで，身近な

動物や植物を使った観察や実験を多く取り入れ

ることにより，生き物どうしがどう関わってい

るのかを調べる中から，地球の環境問題の一端

に触れることを目的としたいと考えた。

生き物と空気の学習は，多くの教科書でも，

陸上の動植物による呼吸・光合成を取り上げ，

「生き物どうしのかかわり」
～子どもがのりだし，

追究し続ける姿をめざして～

滋賀県高島市立安曇小学校

杉原　優 すぎはら すぐる

はじめに1

学習のねらい2

わ た し の 授 業 実 践 ● 6 年
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環境の学習をする上で，生命の源である日光

の有効性を学ぶことは重要である。また，代替

の光源を利用することには，先生方から賛否両

論あることが予想された。しかし，次年度は中

学校に進学し，より高度な実験を控えている６

年生にとっては，自然で見られる現象と机上で

行う実験との区別は容易であり，十分整理がで

きる範囲であると考えた。また，授業を参観さ

れた方からも，「植物の光合成や生育を研究し

ている機関で日光を利用しているところはな

く，どこでも代替光源を利用してる。」との言

葉をいただいた。

実際の授業を終えて，実験時間の短縮を図り

計画的に授業を進める上で，また，光合成によ

る酸素の発生を目の当たりにする上で，電球型

蛍光灯の使用は，大変効果的であったと感じて

いる。

今回の身近な生き物を取り扱った実験によ

り，子どもたちは，先行経験の少なさを感じる

こともなく，自分たちの生活と関連付けながら，

意欲的に実験を進めることができたように思

う。■

る様子を観察するこ

とができた。

また，ＢＴＢ液を

使ったことにより，

オオカナダモと一緒

に入れたＢＴＢ液が

黄色から緑色に変わ

る様子を観察するこ

とができた。

さらに，日光の代

わりに電球型蛍光灯

を使用した。電球型

蛍光灯は，１００Ｗ型という明るさの割に発熱量

が少なく，オオカナダモに近づけることができ

るため，短時間で実験結果を得ることができて

効果的であった。特に，二酸化炭素が減ること

によるＢＴＢ液の色の変化の実験では，わずか

１０分間程度で試薬が緑になる様子を観察する

ことができたので，４５分間の授業を構成しや

すかった。日光を使って光合成の学習をするの

が本来の姿ではあるが，日光を当てられるかど

うかは天候に左右されやすく，また，今回は指

導時期が１１月で太陽高度が低いために光合成

が思うほど活発に行われず，授業の進度に影響

をあたえることも考えられる。

おわりに4
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東芝グループは，日本を代表する総合電機メー

カー・東芝を中核に，製品の製造からサービスに至る

まで多岐にわたる会社で構成されているグループで

す。今回は，その中でＩＴソリューションを提供して

いる東芝情報機器を訪ね，新しく発売された児童用タ

ブレットＰＣ「ＣＭ１」についてお話しを伺いました。

（聞き手：編集部岡本）

──よろしくお願いします。今年８月に児童用タブ

レットＰＣ「ＣＭ１」が発売されましたが，今回は，

「ＣＭ１」を日本でさきがけて開発・販売するに至っ

た経緯と，「ＣＭ１」そのものの特徴について，それ

ぞれお聞かせください。

渡辺守さん（以下，渡辺）「わかりました。じつは，

日本の教育デジタル化や情報教育というのは，世界的

に見ると，かなり遅れているんです。「ＣＭ１」と似

たようなコンセプトの児童向けＰＣの導入は，すでに

世界各国で展開されていて，そうした状況のなか，日

本でも国内での議論が活発になってきたという背景が

あります。

教科書のデジタル化に関しては，総務省及び文科省

は，教育デジタル化が進んでいる国に視察に行ってい

ます。そこで，デジタル教科書が，低迷している日本

の教育を底上げするための一つのきっかけになればと

考えたのかもしれません。こうした考えを盛り込んだ

原口ビジョンという国の指針が示されたことを受け

て，デジタル教科書に対応した最良のマシンをインテ

ルさんと開発し，７月１日にリリースしました。

つまり，海外の事例をもとに，今後の教科書のデジ

タル化を見据えたかたちで，インテルさんと共同で開

発し，今回の児童用タブレットＰＣをリリースしたと

いうことになります。」

──教科書のデジタル化については，ここ１年の間

で急速に議論されるようになった印象があります。

渡辺「そうですね。私どもは，世の中のあらゆるコン

テンツがデジタルになることを見越していて，タブレ

ットＰＣの必要性も前々から感じてはいたんですが，

現状のタブレットＰＣは，私どものものも含めて，あ

まりにも高価です。それなりのスペックはありますが，

売価で２０万円程度もします。これでは，学校現場で

の普及は難しいでしょう。今後，高校の情報科などで

生徒が紙のように書いて使用するには，もう少し安価

で提供できなければなりません。そこで，コストダウ

ンを図り，従来のタブレットＰＣをさらにコンパクト

にまとめたのが，今回リリースした「ＣＭ１」なので

す。」

──「ＣＭ１」の開発にあたって重視したポイント

は何ですか。

渡辺「いちばん重視した点は，学校教育において必要

な“読む・書く・描く”という操作をコンピュータ上

で違和感なく行っていただくということです。さらに，

小学校低学年から使うことを考慮し，従来のパソコン

とは少し異なる専用設計になっていて，表面をゴム状

“読む，書く，描く”をコンセプトに

東芝情報機器株式会社
公共営業部

渡辺 守 さん

～児童
用タブ

レット
ＰＣ編

～

東芝トップページ　http://www.toshiba.co.jp/
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にしたり，持ちやすいように取っ手をつけたりしま

した。機能はパソコンライクですが，外観は学校で

使う道具箱のようなイメージで作っています。また，

ヒンジタイプのタッチパネルディスプレイを採用す

ることにより，タブレットＰＣとしてもノートＰＣ

としても使えるようになっています。」

──いま，子どもたちに親しみやすく使いやすい外

観というご説明がありましたが，ほかにも特徴はあ

りますか。

渡辺「はい。例えば，ペンに関しては，ノートに書

くように使えるというコンセプトに基づき，鉛筆や

ペンに近い太さのものを採用しています。また，モ

ーションセンサーが常に上下を認識して，見やすい

ように画面が自動に切り替わります。画面の解像度

にもこだわりました。ＷＸＧＡという規格を採用し，

昨年に行われた学校ＩＣＴ補正事業（スクール・ニュ

ーディール政策）で多くの学校にフルハイビジョン

のデジタルテレビが導入されたので，これに連動さ

せようということで，１６：９のパネル比と同じ比率に

合わせ，デジタルテレビとの親和性を高めて接続し

たときに端が切れたりしないようになっています。

耐衝撃性にも配慮し，落としても壊れにくい設計に

しています。」

──ＯＳやアプリケーションに関しては，どのよう

なものを採用しているのですか。

渡辺「まず，ＯＳに関しては，Ｗｉｎｄｏｗｓ７

Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌを採用しています。価格から考える

とＷｉｎｄｏｗｓ７ＨｏｍｅＰｒｅｍｉｕｍを採用するという

選択もあったのですが，主に小・中学校に導入する

という目的を考えたときには，ネットワーク管理機

能をもたせるのがよいので，あえて７Ｐｒｏを採用し，

クライアントサーバ側でドメイン管理が行えるよう

にしました。そのほうが先生方も後々楽になります

から。

また，アプリケーションに関しては，筆圧を感知

してスケッチブックに描くように使えるお絵描きソ

フトや，ペンで書いたものをテキストデータに変換

するソフト，電子書籍を見るリーダー，内蔵のウェ

ブカメラで撮影した画像を取り込んだり処理・管理

したりするソフトなどが入っています。」

── そうすると，例えば，自分ノートの代わりに，

このタブレットＰＣを使って記録したり，記録した

ものをテキストデータで保存・保管したりすること

もできるんですね。

渡辺「例えば，漢字は，見てめくって覚えるのでは

なく，書いて覚える必要があるでしょう。そのとき

に，ペンを使って紙のような質感で書けることは非

常に有効だと考えています。デジタル化が進んでい

くなかでの学校教育を考えると，紙に書くことを忠

実に再現することが必要だと思います。初めの話に

もどりますが，紙に書くように使えることを「ＣＭ

１」の基本コンセプトの一つにしています。」

── 価格に比べてハイスペックなＯＳを採用してい

ますが，ネットワーク管理にはクラウドコンピュー

ティングも想定されているんですか。

渡辺「クラウドコンピューティングに対応している

というよりは，端末管理をきちんとしたいという意

味合いが強いですね。」

──ネットワークに関する仕様はどうなっていますか。

渡辺「標準で無線ＬＡＮ（ＷｉＦｉ機能）と有線のどち

らにも対応しています。現在，学校では，ネットワー

クが無線ＬＡＮで構築されている環境と有線で構築

されている環境と，両方とも考えられますので，そ

のどちらにも対応できるような仕様になっています。

17
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出荷が８月中旬から始まったばかりなので，今後，

ネットワークに関しては，学校側からいろいろなリク

エストがあると思います。なかには端末単体でよいと

いうリクエストもありますが，私どもは，ネットワー

クを含めて提案していますので，学校に設置されてい

るサーバに接続するかたちをとったり，ネットワーク

上で先生機が生徒機を管理するツールを用意したりし

ます。このツールは，教育ベンダー各社さんが出され

ているものを利用させていただき，先生方のリスエス

トに合ったものを組み合わせて販売することになると

思います。すでに授業支援システムが入っている学校

もありますので，その場合は，現在お使いのものと同

じようなものを用意することになると思います。」

── すでに授業支援システムが導入されている場合

は，例えば，パソコンルームに入っているシステムを，

タブレットＰＣで教室に拡張しようというイメージで

よいでしょうか。

渡辺「そうですね。パソコンルームでお使いのものが

先生にとっては使い勝手がよいでしょうから，それに

連動したかたちを提案することが多いですね。」

── 出荷が始まったということですが，どのような

学校へ出荷しているんですか。

渡辺「総務省が推進しているフューチャースクールの

実証実験が今年度から行われるんですね。この事業の

入札が東西に分けて行われ，全国１０校のうち，東日

本の５校では「ＣＭ１」の採用が決まりました。現在，

導入の準備をしているところです。９月～１０月に導

入して，５校すべての児童に「ＣＭ１」を持たせた実

証実験が始まります。台数としては，約１８００台にな

ります。

今回の実証実験で，「ＣＭ１」のようなＰＣが本当

に有効なのか，あるいは，ほかのメーカーさんも発売

しているもう少しハイスペックなマシンが有効なの

か，東西で使用するマシンを比較しながら検証し，そ

の実証結果が今後の教科書デジタル化の整備方針の参

考にされると思います。」

── まずは「ＣＭ１」を試金石にして，デジタル教

科書・教材の導入が加速していくのかどうかを見定め

ていくことになると思いますが，渡辺さんの考える今

後のビジョンとは，どのようなものでしょうか。

渡辺「総務省がフューチャースクールを推進し，教育

クラウドの完成を２０２０年度までに目指しています

が，その指針に乗るようなかたちで，デジタル教科書

教材協議会でも活発な議論が行われていくと思いま

す。私どもは，さまざまな実証実験やいろいろな協議

団体に積極的に関わっていき，「ＣＭ１」の必要性を

アピールしていきたいと思います。そして，ほかのパ

ソコンが約半年サイクルでバージョンアップをしてい

るように，それらの実証実験や協議の情報をもとに，

「ＣＭ１」の特徴に反映させていきたいですね。

実際のプロモーション活動については，全国の市町

村教育委員会に，販促資料を使って市場背景の説明か

ら行い，これからの教科書デジタル化に向けて，いま

の予算の範囲内で少しずつ導入を進めていただけるよ

うに営業活動を展開しています。

そして，来たるべき本格的導入の際には，最良のマ

シンを提供して，トップシェアを獲得したいと考えて

います。」

── 現在，国内で発売されている児童用タブレット

ＰＣは「ＣＭ１」だけですから，現状では独走という

ことになりますね。

渡辺「幸いにも私どもが一番早くコンセプトＰＣを発

売しましたが，この分野は，まだまだこれからだと思

います。課題も多くありますし，本当にベストマッチ

な製品を目指さなければなりません。とにかく情報を

多く収集して，教育現場やいろいろな関係教育機関に

選ばれるマシンを作っていきたいと思います。」

── 学校教育現場で使いやすい，読み，書き，描く

ことのできる端末機を，タブレットＰＣで実現してい

く第一歩が「ＣＭ１」なのだということがよくわかり

ました。本日は，いろいろと興味深いお話を聞かせて

いただき，有難うございました。■

このインタビューは，教育出版ホームページ内の小学理科
コーナーでも見ることができます。
http://www.kyoiku-shuppan.co.jp/rika_s/

本格的に始まる実証実験
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新しい学習指導要領では，5年「メダカのたん生」（水中の小さな生き物），5年「実のでき方」（花粉），6年
「水の通り道」（葉の表面にある小さな穴）などにおいて，顕微鏡を用いた観察が考えられます。「はかるくん」
は，こうした観察に役立つ方眼目盛りつきのカバーガラスです。
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